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平
成
十
七
年
度
活
動
計
画
（
案
）

事
業
活
動
は
い
よ
い
よ
町
お
こ
し
へ

「
基
本
方
針
」

      

会
長
　
増
永
正
始

　
町
お
こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
記
念
碑
が
完
成
し
た
こ

と
か
ら
、
い
よ
い
よ
町
お
こ

し
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
そ

の
第
一
弾
と
し
て
『
藤
ま
つ

り
』
の
開
催
に
向
け
て
活
動

を
推
進
し
ま
す
。
大
開
の
活

性
化
を
最
終
目
標
に
、
事
業

委
員
会
の
三
部
会
が
総
力
を

上
げ
て
こ
れ
に
取
組
み
ま

す
。

町
お
こ
し
事
業
部
会

　
　
副
会
長
　
中
野
　
勲

「
活
動
方
針
」

　
念
願
の
記
念
碑
の
完
成
を

見
て
、『
松
下
幸
之
助
創
業
の

地
』
大
開
を
よ
り
広
く
世
間

に
認
知
し
て
頂
き
、
且
つ
地

域
活
性
化
の
一
助
に
な
る
こ

と
を
方
針
と
し
ま
す
。

「
活
動
計
画
」

　
本
格
的
な
町
お
こ
し
事
業

の
第
一
弾
と
し
て
区
花
・
野

田
藤
を
メ
イ
ン
と
し
た
、『
藤

ま
つ
り
』
の
開
催
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

を
更
に
発
展
さ
せ
よ
り
多
く

の
地
域
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ

い
を
テ
ー
マ
に
、
記
念
碑
の

あ
る
大
開
公
園
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
た
恒
久
的
な
イ
ベ
ン

ト
を
町
お
こ
し
事
業
部
会
な

ら
び
に
事
業
委
員
会
で
企
画

推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
年
を
四
季
に
分

け
た
活
動
は
従
来
ど
お
り
と

い
た
し
ま
す
。
春
の
リ
サ
イ

ク
ル
フ
ェ
ア
ー
、
夏
の
野
田

阪
神
本
通
商
店
街
の
『
納
涼

ま
つ
り
』
秋
の
『
区
民
ま
つ

り
』へ
の
出
店
は
も
と
よ
り
、

冬
の
西
野
田
工
業
高
校
『
夢

と
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』
の

支
援
な
ど
の
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す

松
下
幸
之
助
研
究
部
会

    
副
会
長
　
井
形
正
寿

「
活
動
方
針
」

　
三
年
目
を
迎
え
、
毎
月
一

回
開
催
の
『
創
業
当
時
の
資

料
を
読
む
会
』を
中
心
に
、創

業
期
に
お
け
る
松
下
幸
之
助

の
不
透
明
な
部
分
を
更
に
調

査
し
、
同
時
に
現
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
案
内
役
の
育
成
も
推

進
し
ま
す
。

「
活
動
計
画
」

　
創
業
の
地
、
記
念
碑
建
立

を
契
機
と
し
て
、
見
学
者
の

来
訪
が
続
い
て
い
ま
す
の

で
、
創
業
期
の
不
透
明
な
部

分
を
解
消
す
る
た
め
に
努
力

し
ま
す
。特
に
十
一
会(

と
い

ち
か
い)

メ
ン
バ
ー
の
追
跡

調
査
を
本
格
的
に
取
り
組
む

と
共
に
、
松
下
幸
之
助
の
思

想
・
信
条
と
経
営
理
念
に
影

響
を
及
ぼ
し
た
人
物
の
発
掘

に
努
め
ま
す
。

　
更
に
は
大
開
町
時
代
の
社

員
宅
や
、
そ
の
子
孫
の
家
庭

に
伝
承
さ
れ
て
い
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
の
聞
取
り
調
査

と
資
料
収
集
も
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

記
念
碑
管
理
部
会

    

副
会
長
　
山
本
博
造

「
活
動
方
針
」

　
記
念
碑
が
完
成
し
た
こ
と

か
ら
記
念
碑
建
立
準
備
部
会

は
、
名
称
も
記
念
碑
管
理
部

会
と
改
め
新
た
な
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

「
活
動
計
画
」

　
今
年
度
か
ら
次
の
四
項
目

を
部
会
活
動
の
新
た
な
テ
ー

マ
と
し
て
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

一
、
記
念
碑
を
い
つ
ま
で
も

好
ま
し
い
状
態
に
維
持
す
る

た
め
き
め
細
か
く
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
実
施
し
ま
す
。

二
、
藤
棚
等
の
付
帯
設
備
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
ま

す
。

三
、案
内
板
や
サ
イ
ン
等
、掲

示
板
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実

施
し
ま
す
。

四
、
記
念
碑
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
を
作
成
し
、
広
報
活
動

を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
十
七
年
度
の

活
動
計
画
を
ご
提
案
し
ま

す
。

　
大
開
の
活
性
化
を
目
指
し

た
町
お
こ
し
事
業
の
第
一
弾

と
し
て「
野
田
藤
ま
つ
り
」の

開
催
を
提
案
し
ま
す
。

「
ス
テ
ッ
プ
」

一
、
来
年
、
春
に
大
開
公
園

で
第
一
回「
野
田
藤
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

二
、本
年
四
月
十
七
日(

日
）、

藤
の
苗（
一
〇
〇
鉢
程
度
）を

事
業
委
員
会
で
購
入
し
、
こ

れ
を
三
鉢
一
組（
肥
料
付
）と

し
て
里
子
に
出
し
ま
す
。

三
、里
親（
二
十
軒
程
度
）は
、

大
開
の
方
に
お
願
い
し
、
一

年
間
育
て
て
頂
き
ま
す
。
指

導
員
を
決
め
、
手
引
書
も
用

意
し
ま
す
。

四
、
一
年
後
、
三
鉢
の
う
ち

一
鉢
を
里
親
に
差
し
上
げ
、

残
り
の
二
鉢
（
枯
れ
た
も
の

も
）
を
回
収
し
ま
す
。

五
、
回
収
し
た
鉢
植
え
の
藤

を
「
野
田
藤
ま
つ
り
」
で
販

売
（
町
お
こ
し
協
賛
金
と
し

て
）
し
ま
す
。
収
益
金
は
事

業
委
員
会
の
活
動
資
金
に
繰

り
入
れ
ま
す
。

六
、「
野
田
藤
ま
つ
り
」で
は
、

藤
の
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施

し
、
サ
ツ
キ
な
ど
の
販
売
を

実
施
す
る
か
た
わ
ら
各
種
の

出
店
も
計
画
し
ま
す
。

七
、
こ
の
活
動
を
繰
り
返
す

こ
と
に
よ
り
、
や
が
て
各
家

の
軒
先
に
鉢
植
え
の
「
野
田

藤
」
が
美
し
く
並
び
「
藤
の

ま
ち
大
開
」
が
広
く
認
知
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

             

以
　
上

「
野
田
藤
ま
つ
り
」
実
施
要
領
（
案
）
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平
成
十
六
年
度
活
動
報
告

平
成
十
六
年
度
活
動
報
告

　
　
　
会
長
　
増
永
正
始

　
松
下
幸
之
助
さ
ん
生
誕

一
一
〇
年
と
な
っ
た
昨
年

の
十
一
月
二
十
七
日
に
、
記

念
碑
の
除
幕
式
式
典
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
日
は
ご
来
賓
を
は
じ

め
地
元
、
松
下
Ｏ
Ｂ
、
報
道

関
係
の
方
々
、
更
に
は
事
業

委
員
会
の
皆
様
と
本
当
に

多
く
の
方
々
に
ご
出
席
を

賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
建
立
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
地
域
を
は
じ
め
松
下

家
、
松
下
グ
ル
ー
プ
の
九
千

三
百
余
名
の
皆
様
よ
り
、
ご

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に

重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
大
開
公
園
は
皆
様
方

の
目
に
も
映
っ
て
お
り
ま
す

よ
う
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

よ
り
明
る
く
美
し
く
な
り
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

町
お
こ
し
事
業
部
会

　
　
副
会
長
　
中
野
　
勲

　
町
お
こ
し
事
業
部
会
で
は

過
去
二
ヵ
年
に
わ
た
り
、
松

下
幸
之
助
創
業
の
地
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
数
々
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
を
し
て
参
り
ま
し

た
。

　
昨
年
度
も
四
月
二
十
九
日

の
緑
の
日
に
開
催
さ
れ
た
リ

サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
ー
に
出
店

し
、
僅
か
で
は

あ
り
ま
す
が
収

益
を
上
げ
る
事

が
で
き
ま
し

た
。
八
月
六
日

に
は
野
田
阪
神

本
通
商
店
街
恒

例
の
「
納
涼
夜

市
」
で
空
店
舗

を
借
上
げ
、
ま

た
九
月
十
一
日

の
「
福
島
区
民

ま
つ
り
」で
も
、

当
事
業
委
員
会

が
収
集
し
た
多

く
の
資
料
を
展

示
し
、
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
に

ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

　
更
に
十
二
月
二
十
二
日
〜

二
十
五
日
ま
で
福
祉
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
で
西
野
田
工
業

高
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
に
よ

る
第
三
回
「
夢
と
光
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
」
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
綺
麗
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
点
滅
す
る
光
と
音

の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
、
多
く

の
観
客
を
魅
了
し
た
も
の
で

し
た
。
こ
の
開
催
も
支
援
し

地
元
に
密
着
し
た
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。

　
尚
「
納
涼
夜
市
」
や
「
福
島

区
民
ま
つ
り
」
に
は
事
業
委

員
会
メ
ン
バ
ー
以
外
に
松
下

電
器
松
愛
会(

Ｏ
Ｂ
会)

の
皆

様
に
も
お
手
伝
い
頂
き
ま
し

た
。

松
下
幸
之
助
研
究
部
会

　
　
副
会
長
　
井
形
正
寿

「
活
動
報
告
」

　
松
下
幸
之
助
の
自
伝
『
私

の
行
き
方
　
考
え
方
』
を
読

む
会
も
佳
境
に
は
い
っ
て
き

ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
、
新

し
い
情
報
が
次
々
と
寄
せ
ら

れ
て
、
大
変
楽
し
い
勉
強
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。
出
来
れ

ば
地
元
町
会
・
商
店
会
に
働

き
か
け
、
輪
読
会
の
輪
を
広

げ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案

内
役
と
し
て
一
月
十
六
日
に

創
業
の
地
を
初
め
て
案
内

し
、
今
後
も
積
極
的
に
継
続

し
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

寄
せ
て
い
た
だ
き
、
立
派
な

記
念
碑
が
完
成
し
、
部
会
の

任
務
を
ま
っ
と
う
で
き
た
と

評
価
し
て
お
り
ま
す
。

Ｐ
Ｈ
Ｐ
「
お
お
ひ
ら
き

　
　
松
翁
会
」
が
発
足
！

　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
友
の
会
で
あ
る
当

会
は
、
地
元
大
開
の
方
を
含

め
て
十
一
名
の
有
志
の
参
加

に
よ
り
、
昨
年
十
一
月
二
十

三
日
に
発
足
式
を
行
っ
て
正

式
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

主
な
活
動
内
容
と
し
て
次
の

三
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

一
、
大
開
公
園
内
『
松
下
幸

之
助
創
業
の
地
』
記
念
碑
及

び
そ
の
周
辺
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
活
動
の
実
施
。

二
、『
松
下
幸
之
助
創
業
の

地
』
周
辺
の
案
内
役
。

三
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
に
関
す
る
勉
強

会
、
そ
の
他
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
実
施
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
内
容
を
基

本
に
、
昨
年
十
二
月
二
十
七

日
に
は
第
一
回
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
活
動
を
実
施
し
、
今

年
一
月
十
五
日
に
は
第
一
回

の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と

し
て
、
門
真
の
松
下
電
器
歴

史
館
を
訪
問
し
勉
強
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
翌
十
六
日
に

は
初
の
創
業
の
地
案
内
役
に

も
挑
戦
し
、
京
都
の
『
日
本

史
を
学
ぶ
会
』
の
皆
様
に
創

業
の
地
の
案
内
を
さ
せ
頂
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を

通
じ
て
、
松
下
幸
之
助
創
業

地
『
大
開
』
が
広
く
内
外
に

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、
メ
ン

バ
ー
の
皆
様
と
共
に
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｈ
Ｐ
お
お
ひ
ら
き
松
翁
会

　
　
　
幹
事
　
市
野
俊
哉

記
念
碑
建
立
準
備
部
会

　
　
副
会
長
　
山
本
博
造

「
活
動
報
告
」

　
記
念
碑
建
立
準
備
部
会
で

は
、事
業
委
員
会
発
足
以
来
、

町
お
こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
記
念
碑
「
松
下
幸
之
助
創

業
の
地
」
の
建
立
に
文
字
通

り
腐
心
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
い
く
度
と
な
く
行
き
詰

ま
り
な
が
ら
も
、
昨
年
十
一

月
二
十
七
日
め
で
た
く
記
念

碑
の
除
幕
式
を
執
り
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
記
念
碑
建
立
に
あ

た
っ
て
は
、
大
阪
市
を
は
じ

め
各
方
面
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
上
、
日

本
全
国
か
ら
力
強
い
募
金
を

 前期繰越金 2,354,610  事務用品費 93,198

 総会々費 108,000  消耗品費 43,218

 会報協力金 70,000  備品費 28,785

 会報広告収入 15,000  会報発行費 192,195

 Ｆマーケット収益金 19,028  店舗賃料 15,000

 受取利息 8  旅費交通費 105,648

  通信費 57,719

 租税公課 28,500

 総会開催費 374,335

 振込手数料 1,175

 次期繰越金 1,626,873

合   計 2,566,646 合  計 2,566,646

以上の通りご報告します。  会計：舩本正治  禅定貞男

平成１６年度収支報告書（事業資金)
平成17年2月28日

支出の部収入の部


